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１．はじめに 
 まず最初に、調査に協力いただいた畜産経営の方に深く感謝申し上げます。 
 以下の報告は、調査の概要に示しているように、昨年夏から秋にかけて都道府県畜産主管課を
経由して全国の約400戸もの畜産経営の方々の御協力によって得られた調査結果です。 
 調査票を要約したら、調査の逆ルートをたどって協力いただいた畜産経営の方々にお返ししよう
と考えていました。ところが、調査票が届いて半年以上が経過するのに細部の計数処理が未だ終
わっていません。急いでまとめ、４月中旬の「畜産環境担当者全国会議」の資料に未定稿として掲
載しましたが、内容的には不十分なものです。このたび、（財）畜産環境整備機構の情報誌に、未
定稿の文字をはずし分割して掲載することになりました。 
 今回の内容は、そのような事情から調査概要の説明に留まります。ただ、今後、総点検などの
対応をしながらデータ整理を行い、まとまった段階で調査時と逆ルートでの報告を行いたいと考え
ています。併せて、９月に予定されている次号では残りの報告を掲載させていただくつもりです。 
 
 
２．調査の概要 
（１）調査目的 
 堆肥化は、家畜排せつ物という有機性資源を肥料あるいは土壌改良材として利用する基本的な
手法である。ただ、最近では、堆肥化の水分調整に使う副資材の入手難や価格上昇などを背景
に、生産した堆肥の一部を堆肥化施設あるいは畜舎にリサイクルする「戻し堆肥」方式が注目され
ている。また、尿などの液状分は、液肥として農地還元させている経営がある。何れも技術的には
既存のものであるが、地域的に堆肥等が過剰になっているといわれる現況の中で、このような処
理・利用方法を今後どう位置付けていくかは重要な検討課題である。 
 このため、まずは生産現場での実情を把握する必要があるところから、実施状況及びその評価
についてのアンケート調査を実施することにした。 
（２）調査の範囲 
 全国 
（３）調査対象 
 各都道府県の酪農、肉用牛及び養豚農家戸数から、一定割合で抽出した戻し堆肥、液肥利用
を実施している畜産農家。計画戸数は、戻し堆肥、液肥利用とも酪農179戸、肉用牛155戸、養豚
181戸、計515戸となった。 
（４）調査方法 
 各都道府県を通じた調査票に基づくアンケート調査。参考までに調査票を添付した。 
（５）調査期間 
 平成14年８月１日～９月30日 
調査票は、ほぼ平成14年10月中旬までに集約することができた。 
 
 
３．要 約 
 戻し堆肥を実施している畜産農家約400戸、液肥化農家約300戸のアンケート調査結果から、こ
れらの方式が堆肥・敷料の物量面、経済面で非常に大きな効果がある旨の回答があった。その
結果として、戻し堆肥方式はほぼ100％、液肥化方式についても約８割の農家が現在の処理方式
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を継続すると回答している。 
 課題としては、戻し堆肥が作業の改善と塩類濃度のコントロール、液肥化については還元農地
の確保と処理技術の改善が指摘される。 
 家畜排せつ物の処理を行う上で、処理施設の整備と運用面での処理コストの低減は非常に重
要である。したがって、ほとんどの畜産経営はこれらの方式は検討済みかも知れない。戻し堆肥
や液肥処理は、個々の畜産業を取り巻く環境が異なるため、誰でも導入できるというものではない
だろう。ただ、処理内容が一律的ではないため、置かれた環境を生かした工夫の余地も大きく、そ
の効果は想像に余る。このようなところから、本資料を参考に、再度ご検討いただければ幸いであ
る。また、畜産の指導に当たられる技術者の方々には、家畜排せつ物の処理が、施設整備だけで
なく、処理の結果生じた堆肥などの利用が大きな課題であり、今後はそれに対策の重点が移るこ
とを十分認識され、いかに安価に効率よく利用するかについて、ご担当の地域について具体的な
ご検討をいただきたいところである。 
 本資料が参考になればと願うところである。 
 



 
 




